
い
え
ば
、
伝
統
的
な
日
本
型
人
材
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
お
け
る
年
功
制
や
長
期
雇
用
、
ま
た

前
述
の
集
権
的
人
事
管
理
の
特
色
な
ど
は
、

お
互
い
に
制
度
補
完
性
が
成
り
立
っ
て
い

る
た
め
に
有
効
に
機
能
し
て
き
た
の
で
す
。

し
か
し
、
年
功
制
や
長
期
雇
用
な
ど
に
変
化

が
起
こ
っ
て
い
る
現
在
、
補
完
性
に
問
題
が

出
て
き
て
い
ま
す
。
1
9
9
0
年
代
以
降
の

人
事
変
化
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発

生
し
て
い
る
の
は
、
制
度
補
完
性
が
崩
れ
て

い
る
こ
と
に
ひ
と
つ
の
要
因
が
あ
り
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
の
「
戦
略
的
補
完
性
」
と
は
、

個
別
の
国
が
持
つ
諸
制
度
の
国
際
比
較
に

お
い
て
、
絶
対
的
に
ど
の
国
の
制
度
が
有
効

と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
個
別
企
業
に
と
っ

て
は
、
そ
の
企
業
が
活
動
す
る
国
で
普
及
し

て
い
る
制
度
に

適
応
す
る
こ
と

が
有
効
性
を
高

め
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。

例
え
ば
、
あ

る
企
業
が
、
長

期
雇
用
が
中
心

の
国
で
効
果
的

な
採
用
方
法
を

検
討
す
る
場
合
、

そ
の
よ
う
な
国

で
は
中
途
採
用

市
場
に
良
い
人

イ
ギ
リ
ス
留
学
で

欧
米
と
日
本
の
人
事
の
違
い
を
実
感

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
研
究
に
お
い
て
、

国
際
比
較
は
興
味
深
い
問
題
解
決
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
で
す
。
1
9
9
0
年
代
か
ら
人
事

と
社
会
制
度
の
補
完
性
が
研
究
者
の
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
が
、
私
は
そ
の
デ
ー
タ
と

理
論
を
使
っ
て
、
国
際
比
較
に
よ
る
日
本
の

人
事
の
分
析
・
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。　

私
が
こ
の
分
野
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、

人
事
の
専
門
家
を
目
指
そ
う
と
し
て
、
日

本
に
人
事
に
関
す
る
専
門
修
士
課
程
が
な

か
っ
た
た
め
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
た
こ
と
に

端
を
発
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
日
本
と
欧
米
の

人
事
研
究
に
顕
著
な
違
い
が
あ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。

欧
米
の
人
事
研
究
は
、
心
理
学
、
社
会
学
、

経
済
学
、
組
織
論
、
戦
略
論
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
理
論
群
に
基
づ
い
て
理
論
的
枠
組
み

を
構
築
し
た
上
で
、
研
究
を
行
う
の
で
す

が
、
日
本
の
人
事
研
究
は
理
論
面
か
ら
の
分

析
が
や
や
弱
く
、
現
象
面
を
追
う
傾
向
が
あ

る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
私
の
場
合
は
、

社
会
学
や
政
治
経
済
学
分
野
な
ど
の
制
度

理
論
が
理
論
的
背
景
の
中
心
の
ひ
と
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
制
度
理
論
の
分
析
方
法
の

ひ
と
つ
に
補
完
性
か
ら
の
分
析
が
あ
り
、
私

は
こ
れ
を
日
本
の
人
事
研
究
に
応
用
し
て

い
ま
す
。

材
が
い
な
い
た
め
、
新
卒
採
用
を
選
択
す
る

こ
と
が
有
効
に
な
る
と
い
う
具
合
で
す
。
そ

の
結
果
、
国
が
違
え
ば
企
業
の
戦
略
や
施
策

が
異
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

社
会
制
度
間
の
補
完
性
に
見
る

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
違
い

制
度
補
完
性
の
う
ち
社
会
制
度
間
の
補

完
性
に
注
目
す
る
と
、「
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
は
、「
社
会
保
障
」「
職
業
訓
練
（
人
材

育
成
）」「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
」「
企

業
の
戦
略
」
な
ど
と
影
響
し
合
っ
て
お
り
、

こ
の
違
い
が
国
に
よ
る
社
会
制
度
や
経
営
・

人
事
の
特
色
な
ど
に
表
れ
て
い
ま
す（
上
図
）。

例
え
ば
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、

日
本
や
大
陸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
多
く
の
国
で
、

少
数
の
安
定
大
株
主
と
間
接
金
融
で
成
り

立
つ
「
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
型
」
か
ら
、
多
数
小

株
主
と
直
接
金
融
で
成
り
立
つ
「
ア
ウ
ト

サ
イ
ダ
ー
型
」
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
。

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
特
色
は
、
イ
ン
サ

イ
ダ
ー
型
は
長
期
雇
用
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー

型
は
外
部
か
ら
の
人
材
調
達
で
す
。
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、
日
本
で
も
近
年
変

化
の
大
き
な
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
れ
に
対

し
、「
職
業
訓
練
」
や
「
社
会
保
障
」
と
い
っ

た
他
の
社
会
制
度
の
変
化
が
追
い
付
い
て

い
な
い
状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
に
社
会
制
度

間
で
も
変
化
し
て
い
る
側
面
と
、
変
化
し
て

日
本
の
人
事
は
世
界
的
に
見
て
か
な
り

特
殊
な
の
で
す
。
例
え
ば
、
人
事
に
対
す
る

意
思
決
定
権
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
人
事
部

門
は
海
外
に
比
べ
権
限
が
強
く
、
集
権
的

人
事
管
理
の
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。
採
用
・

選
抜
や
賃
金
の
決
定
権
な
ど
に
お
い
て
も
、

国
際
的
に
見
て
日
本
だ
け
が
例
外
的
に
集

権
的
人
事
管
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
人
事
の
戦
略
性
に
お
い
て
は
、
経
営
戦

略
立
案
の
初
期
段
階
か
ら
人
事
が
関
わ
る

割
合
が
、
日
本
は
海
外
に
比
べ
高
い
と
は
い

え
ず
、
人
事
に
関
す
る
意
思
決
定
権
は
強
い

も
の
の
、
戦
略
性
は
高
い
と
は
い
え
な
い
の

が
、
日
本
の
人
事
と
い
え
ま
す
。

な
ぜ
国
に
よ
っ
て

人
事
の
特
色
が
異
な
る
の
か

こ
う
し
た
国
に
よ
る
人
事
の
特
色
の
違

い
を
説
明
す
る
理
論
領
域
は
数
多
く
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
ひ
と
つ
が
補
完
性
か
ら
の
説

明
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
「
制
度
的
補
完

性
」
と
「
戦
略
的
補
完
性
」
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
「
制
度
的
補
完
性
」（
が
あ
る
状
態
）

と
は
、
2
つ
の
制
度
間
に
シ
ナ
ジ
ー
効
果
が

あ
り
、
個
別
に
用
い
る
よ
り
も
高
い
効
果
が

得
ら
れ
る
状
態
の
こ
と
で
す
。
人
事
分
野
に

制
度
補
完
性
の
概
念
を
応
用
す
る
と
、
人
事

の
中
で
の
補
完
性
と
、
社
会
制
度
間
の
補
完

性
が
あ
り
ま
す
。
人
事
の
中
で
の
補
完
性
で

い
な
い
側
面
が
あ
り
、
社
会
制
度
全
体
の
補

完
性
が
崩
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
問
題
で
す
。

そ
の
う
ち
、「
職
業
訓
練
」
に
着
目
す
る
と
、

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
の
間
に
は
次
の
よ

う
な
関
係
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
社
会
に

職
業
訓
練
制
度
が
整
備
さ
れ
る
と
一
般
ス

キ
ル
や
産
業
特
殊
ス
キ
ル
が
習
得
さ
れ
や

す
く
な
る
た
め
、
転
職
で
き
る
ス
キ
ル
の
比

率
が
高
ま
り
ま
す
。
す
る
と
企
業
内
部
で
の

競
争
は
減
り
、
労
働
市
場
全
体
に
お
け
る
他

企
業
・
同
職
種
の
人
と
の
競
争
が
意
識
さ
れ

ま
す
。
日
本
で
は
社
会
的
に
職
業
訓
練
制
度

が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
企
業
特
殊
ス
キ
ル

習
得
が
中
心
の
内
部
人
材
育
成
が
多
い
た

め
、
転
職
が
難
し
く
、
企
業
内
で
の
競
争
が

激
化
す
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

早
急
な
新
技
術
の
習
得
な
ど
が
求
め
ら

れ
る
中
、
こ
れ
ま
で
の
内
部
人
材
育
成
に
代

わ
る
新
た
な
職
業
訓
練
の
仕
組
み
が
必
要

で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
特
に
ド
イ
ツ
以
北
の

各
国
で
は
、
中
央
・
地
方
政
府
、
企
業
、
労

働
組
合
な
ど
の
従
業
員
代
表
組
織
と
い
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
協

働
に
よ
る
社
会
的
な
職
業
訓
練
が
確
立
し

て
い
ま
す
が
、
日
本
が
こ
の
レ
ベ
ル
に
な

る
た
め
に
は
、
か
な
り
の
時
間
や
費
用
、
努

力
が
必
要
で
す
。
当
然
、
職
業
訓
練
に
対
す

る
政
府
支
出
も
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
財
政
難
の
日
本
は
こ
の
面
で
も
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。

賃
金
停
滞
脱
出
の
カ
ギ
は

資
本
主
義
の
多
様
性
を
知
る
こ
と

よ
く
人
事
の
基
本
目
的
は
、
採
用・定
着・

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
3
つ
と
い
わ
れ
ま
す
。

多
く
の
産
業
・
職
種
で
い
ま
だ
転
職
が
難
し

い
日
本
で
は
、
賃
金
を
上
げ
な
く
て
も
定
着

に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
で
に
採
用
は
し

て
い
る
の
で
、
こ
れ
も
問
題
な
し
で
す
。
組

織
内
の
激
し
い
競
争
の
中
で
、
社
員
は
勤
勉

に
働
く
で
し
ょ
う
か
ら
、
あ
る
意
味
で
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
問
題
も
解
決
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
で
は
、
企
業
に
は
賃
金
を
上

げ
る
必
要
は
特
に
な
い
の
で
す
。

「
企
業
が
利
益
を
上
げ
れ
ば
、
賃
金
が
上

が
る
」
が
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
基
本
的
仮
定
で

し
た
。
こ
れ
は
人
材
が
流
動
化
し
た
労
働

市
場
で
、
賃
金
に
よ
っ
て
採
用
や
定
着
に
問

題
が
生
じ
る
国
の
場
合
で
す
。
資
本
主
義
の

タ
イ
プ
は
ひ
と
つ
で
は
な
い
の
で
す
。
日

本
の
よ
う
に
人
材
流
動
化
が
進
ん
で
い
な

い
国
で
は
、
世
界
各
国
の
市
場
メ
カ
ニ
ズ

ム
は
基
本
的
に
同
じ
だ
と
の
仮
定
に
立
つ

主
流
派
経
済
学
の
主
張
ど
お
り
に
は
な
ら

な
い
の
で
す
。
ぜ
ひ
、
資
本
主
義
は
多
様

な
も
の
で
あ
り
、
他
国
で
有
効
に
機
能
し

た
施
策
が
別
の
国
で
う
ま
く
い
く
と
は
考

え
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
そ
の

社
会
、
あ
る
い
は
特
定
の
労
働
市
場
に
あ
っ

た
施
策
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
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